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本資料の構成
１．小惑星食観測の目的
２．食の予報サイトの紹介
３．固定撮影による食観測の方法
４．解析ツールの紹介
①フリーソフト「Makali’i（マカリィ）」
②フリーソフト「SCANALYZER」
③マイクロソフト「Excel」

５．固定撮影観測のポイント
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小惑星食の観測

•小惑星食は、小惑星が恒星を隠すことで起きる食現象です。

•地表に小惑星の影が投影されるので、恒星が消えてから現
れるまでの時間を測ることによって影の大きさが解ります。

•そして、影が通過する多地点の観測から、小惑星の断面の
形を推定することができます。

•また同時に、恒星や小惑星の位置を計測することができま
す。

3



食予報サイト
http://sendaiuchukan.jp/asteroid/prepre18.html#Mar
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http://sendaiuchukan.jp/asteroid/prepre18.html#Mar


改良予報
http://www.asteroidoccultation.com/2018_03/0321_444_54520_MapA.gif

☆444Gyptis  直径170Km  13等
☆恒星 TYC 0796 0110 9.2等
減光等級 3.9等
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食予報サイト２
http://devel2.linea.gov.br/~braga.ribas/campaigns/

※３月１４日時点で
該当データは公開
されていません。

http://devel2.linea.gov.br/~braga.ribas/campaigns/


星ナビ ２０１８年３月号 ｐ.52

解説記事
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←実物の頁をご覧ください。



天文ガイド ２０１６年８月号 ｐ.108

流し撮り撮影による食の観測記事
時刻精度目安は0.1秒
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星図で撮影シミュレーション
かに座β 3.5等
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2018.2.26 f300mm(フル換算450mm) F5.8(→8） ISO800 露出2分 西40度に月齢10の月

αLeo 14

34Leo 64

TYC 833 325 78

νLeo 53

10s 30s

撮影例



Makali’iで光度変化測定

１．画像読込み
（ＪＰＥＧ可）

２．グラフを
クリック

４．グラフ表示を
「輝度」に

３．shift+マウス左クリック
で軌跡を囲む

５．データ出力

http://makalii.mtk.nao.ac.jp/index.html.ja
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http://makalii.mtk.nao.ac.jp/index.html.ja


Makali’iの使い方（参考書）

光度変化の測定で使用する「グラフ機能」は
本書ｐ.87
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Makali’iの計測データ（ＣＳＶ形式）
（νLeo 5.3等）
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Makali’iの計測データを
SCANALYZER用に編集する

14



SCANALYZERによる計測

http://www.asteroidoccultation.com/observations/DriftScan/

SCANALYZER
This trail measuring application includes ...
... ... ... 
... ... ... Scanalyzer is free to download here.

① ② ③ ④

２．露出開始時刻①入力

３．タイムマーク開始
又は露出終了時刻④入力

４．グラフ上で露出開始①、減光開始②、
減光終了③、タイムマーク開始又は露
出終了④の各タイミングをクリック
（緑色のマークが表示される）

１．計測データ
（CSV）
読込み

５．減光開始・終了時刻
及び減光時間が表示される

SCANALYZERをここから
ダウンロードして解凍する

上記１～５の手順で計測できる。
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http://www.asteroidoccultation.com/observations/DriftScan/


Ｅｘｃｅｌ による計測例（次へ続く）

２．露出時間から1ピクセル当たりの秒数を
計算ができますが、

別途、古都さん作成の画角計算Excelシートで
計算する方が正確です。

３．露出開始からの
経過秒数を計算

１．A列（0始まり

のデータ順序）と
B列（輝度値）を
散布図で表示
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http://matsueastroclub.web.fc2.com/library/kanbou_guide/CameraAngle.xlsx


減光時間（秒）

SCANALYZER(9.88秒)と
比較して誤差0.5%

経過秒数から食開始・終了時間が測定できる。

Ｅｘｃｅｌ による計測例（続き）
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輝度変化が小さい（暗い星像）とき、
SCANALAYZERで計測できないことがある。
その時はExcelのみで計測。 次頁へ

Ｅｘｃｅｌ による計測例（暗い星像）
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34Leo 6.4等
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SCANALYZERで
うまく計測できない時

１．時刻を入力しないで
グラフのポイントを選択

２．各ポイントの座標X:xxx
を読む

３．座標値の差に分解能（１ピ
クセルあたりの秒数）を掛けて

時間を算出

Ｅｘｃｅｌ による計測例（暗い星像） 続き
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今回の対象恒星(TYC 0796-01110)のテスト撮影
途中、望遠鏡の対物レンズを5秒間遮光（タイムマーク）
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計測結果
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測定対象星
星名+等級

測定
回次

露出時間
読取り

減光時間
Makali'iの読取り

SCANALYZER+Excel SCANALYZER

TYC0796-0111_91 1 89.67 5.15 - 矩形

〃 2 89.67 5.29 - 矩形

〃 3 89.67 5.29 5.23 線形

TYC0796-1718_91 1 89.92 5.00 - 矩形

TYC0796-1090_93 1 89.96 5.00 - 矩形

TYC0796-1073_87 1 89.96 5.00 5.05 矩形

計測結果（比較）

※TYC0796-0111の測定値が他の星と異なるのは、近くに別の恒星（12等）があるから？？？
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固定撮影観測のポイント
☆最新の食予報時刻確認

☆長焦点で精度アップ（軌跡は水平がベター）

☆事前撮影で感度と露出時間のテスト
☆時刻精度0.1秒以内（参考）天文年鑑2018 p.55等

☆観測位置精度15m以内（GPS、Gマップ等）

☆Makali’iとExcelだけでも測定可能
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課題 まず、星が見えることですが・・・

☆時刻精度

☆ワンチャンスの難しさ（１枚の画像で計測）
☆次回の好条件食

2018年12月11日（火） 5:27 
479 Caprera + HIP33753(TYC756 1375)7.7等
減光5.2等 継続9.8秒 ふたご座 月齢4.2
（参考）天文年鑑2018 p.64

おわり

（訂正です）

この食は関東から北陸方面で観測でき、山陰では
見えませんでした。（2018.3.18）


